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神
奈
川
学
園
中

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

三
月
七
日
、
神
奈
川
県
横

浜
市
の
神
奈
川
学
園
中
学
校
・

高
等
学
校
か
ら
、
昨
年
秋
の

高
校
生
に
続
き
中
学
三
年
生

三
九
名
が
「
四
万
十
川
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
」
で
訪
れ
、
当
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
初
日

の
午
後
、
連
携
す
る
「
四
万
十

楽
舎
」
で
木

工
教
室
を
行

い
ま
し
た
。

　

今

回

は
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
都
合
で

森
林
散
策
が

で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
最

初
に
ニ
ホ
ン

ジ
カ
に
よ
る

森

林

被

害

の
実
態
、
滑

床
山
国
有
林
に
お
け
る
植
生

回
復
の
取
組
み
、
森
林
の
多

様
な
働
き
、
間
伐
の
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
説
明
し
、
理
解
を
深

め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
こ
の
木
の
名
前
だ
け
は
」
と

準
備
し
た
ヒ
ノ
キ
と
ス
ギ
の

枝
は
、
学
校
に
持
ち
帰
っ
て
、

触
れ
て
、
臭
い
を
嗅
い
で
憶

え
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

続
く
木
工
ク
ラ
フ
ト
で
は
、

生
徒
達
は
長
旅
の
疲
れ
も
見

せ
ず
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

製
作
に
没
頭
、
素
材
を
生
か

し
た
感
性
豊
か
な
作
品
や
ピ

ノ
キ
オ
、
ラ
イ
オ
ン
な
ど
の

新
た
な
作
品
も
作
ら
れ
、
我
々

職
員
も
驚
き
で
し
た
。

　

最
後
に
職
員
か
ら
、
「
川
は

森
林
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お

り
、
森
林
に
も
興
味
を
持
っ

四
件
目
と
な
る

森
林
整
備
協
定
を
締
結

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

三
月
一
四
日
、
当
署
と
森

林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
徳
島

水
源
林
整
備
事
務
所
は
、
「
三

好
市
東
祖
谷
菅
生
（
五
郎
谷
）

地
域
の
森
林
整
備
推
進
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

て
欲
し
い
。
国
産
材
を
使
っ

た
木
製
品
の
利
用
が
林
業
振

興
の
手
助
け
に
も
な
り
ま
す
。

将
来
の
マ
イ
ホ
ー
ム
は
木
造

建
築
で
。
」
等
々
と
挨
拶
し
た

と
こ
ろ
、
生
徒
代
表
は
「
シ

カ
の
食
害
や
林
業
の
大
変
さ
、

森
林
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま

し
た
。
木
製
品
の
利
用
を
心

が
け
ま
す
。
」
と
、
力
強
く
応

え
て
く
れ
ま
し
た
。

ノコギリって難しい

　

こ
の
協
定
は
、
三
好
市
東

祖
谷
菅
生
（
五
郎
谷
）
地
域

に
所
在
す
る
国
有
林
一
三
二
．

五
五
ha
と
、
隣
接
す
る
徳
島

水
源
林
整
備
事
務
所
契
約
地

九
六
．
七
〇
ha
を
も
っ
て
共

同
施
業
団
地
を
設
定
し
、
今

後
、
両
者
が
連
携
し
て
低
コ

ス
ト
で
効
率
的
な
作
業
道
等

の
整
備
や
森
林
整
備
を
行
う

も
の
で
す
。

　

徳
島
水
源
林
整
備
事
務
所
で

は
、
国
有
林
と
接
す
る
契
約
地

で
作
業
道
を
作
設
し
て
間
伐
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
隣

接
す
る
国
有
林
と
契
約
地
で
共

同
し
て
作
業
道
等
路
網
の
整
備

や
森
林
整
備
を
進
め
る
こ
と
が

効
率
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両

者
で
現
地
検
討
や
協
議
を
積
み

重
ね
、
協
定
締
結
に
至
っ
た
も

の
で
す
。

　

協
定
の
締
結
は
、
森
林
管
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理
局
計
画
課
川
田
流
域
管
理

指
導
官
の
立
ち
会
い
の
下
、

徳
島
森
林
管
理
署
で
行
わ
れ
、

三
谷
署
長
と
川
村
所
長
が
協

定
書
に
記
名
・
押
印
し
、
協

定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
で

は
、
民
有
林
と
国
有
林
が
一

体
と
な
っ
て
効
率
的
に
路
網

整
備
や
間
伐
等
の
森
林
整
備

に
取
り
組
む
た
め
、
共
同
施

業
団
地
の
設

定
を
推
進
す

る
こ
と
と
さ

れ

て

お

り
、

当
署
で
は
四

件
目
の
共
同

施
業
団
地
の

設
定
と
な
り

ま
し
た
。

　

今

後

は
、

こ
の
協
定
に

基

づ

く

実

施
計
画
に
沿
っ
て
路
網
の
整

備
や
間
伐
、
素
材
生
産
な
ど

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
両
者
の
円
滑
な
連

絡
調
整
や
情
報
共
有
等
を
行

い
な
が
ら
、
当
該
共
同
施
業

団
地
の
森
林
整
備
を
促
進
し
、

公
益
性
の
高
度
発
揮
や
木
材

の
安
定
供
給
な
ど
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

川村所長（左側）、川田流域管理指導官（中央）
三谷署長（右側）

木
の
文
化
を
支
え
る
森

（
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
・
架
け
替

え
資
材
確
保
の
森
）
協
定
を

締
結

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

三
月
二
八
日
、
祖
谷
の
か

ず
ら
橋
・
架
け
替
え
資
材
確

保
実
行
委
員
会
（
平
栗
春
正

会
長
）
と
当
署
と
の
間
で
、

木
の
文
化
を
支
え
る
森
（
祖

谷
の
か
ず
ら
橋
・
架
け
替
え

資
材
確
保
の
森
）
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

国
指
定
の
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
の
か
ず
ら
橋
は
、
祖

谷
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

年
間
三
〇
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。
か
ず
ら
橋

の
構
造
材
は
自
然
素
材
で
あ

る
た
め
、
約
三
年
ご
と
に
架

け
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

主
な
材
料
の
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ

ラ
（
サ
ル
ナ
シ
）
は
、
標
高

の
高
い
天
然
林
に
自
生
し
て

い
る
た
め
、
こ
れ
を
採
取
す

る
こ
と
が
年
々
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成

二
〇
年
三
月
に
当
署

と
三
好
市
長
の
間
で
、

「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
・

架
け
替
え
資
材
確
保

の
森
」
づ
く
り
活
動

に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
て
、
シ
ラ
ク
チ

カ
ズ
ラ
の
供
給
と
併

せ
て
、
挿
し
木
苗
の
育
成
や

国
有
林
へ
の
植
え
込
み
、
保

護
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
協
定
期
間
が
終

了
す
る
た
め
、
協
定
の
相
手

方
や
名
称
、
内
容
を
見
直
し

て
、
今
回
協
定
を
締
結
す
る

運
び
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

協
定
式
は
当
署
で
行
わ
れ
、

三
好
市
教
育
委
員
会
や
当
署

の
担
当
者
が
立
ち
会
い
、
平

栗
会
長
と
三
谷
署
長
が
記
名
・

押
印
し
た
後
、
協
定
書
を
取

り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

か
ず
ら
橋
架
け
替
え
資
材
の

供
給
に
つ
い
て
は
協
力
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
協
定
の

締
結
を
契
機
と
し
て
、
実
行

委
員
会
や
三
好
市
と
の
連
携

を
深
め
、
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ

の
苗
木
の
育
苗
、
保
育
及
び

安
定
的
供
給
に
つ
い
て
、
こ

平栗会長（左側）と三谷署長（右側）
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木
頭
森
林
事
務
所
、

移
転
・
新
築
さ
れ
る

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

三
月
二
六
日
、
徳
島
県
那

賀
町
和
食
郷
に
新
築
さ
れ
た

木
頭
森
林
事
務
所
で
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
六
つ
の
森
林

事
務
所
で
県
下
の
国
有
林
を

管
理
・
経
営
し
て
お
り
ま
す

が
、
中
で
も
木
頭
森
林
事
務

所
は
有
名
な
木
頭
林
業
の
中

心
地
で
あ
る
旧
木
頭
村
和
無

田
に
置
か
れ
、
四
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
超
え
る
国
有
林
・
官
行

造
林
を
管
轄
し
て
き
ま
し
た
。

同
森
林
事
務
所
の
旧
庁
舎
は
昭

和
四
六
年
の
建
築
で
四
〇
年

が
経
過
し
、
建
物
の
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
建
て
替
え

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

建
て
替
え
に
当
た
っ
て
は
、

那
賀
町
の
中
心
地
、
和
食
郷

に
所
在
す
る
町
有
地
の
一
角

を
お
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
、

今
回
の
移
転
・
新
築
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
す
。

　

落
成
式
は
、
来
賓
と
し
て

那
賀
町
長
、
南
部
県
民
局
部

長
、
地
元
関
係
者
を
お
迎
え

し
、
森
林
管
理
局
の
計
画
部

長
と
経
理
課
課
長
補
佐
が
立

ち
会
う
中
、
隣
接
す
る
蛭ひ

る

こ子

神
社
の
神
官
が
司
る
神
事
で

始
ま
り
、
関
係
者
が
神
棚
に

玉
串
を
捧
げ
て
森
林
事
務
所

の
完
成
を
感
謝
し
、
併
せ
て

関
係
者
の
弥
栄
と
無
災
害
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
計

画
部
長
か
ら
祝

辞
、
署
長
が
挨

拶
を
述
べ
、
総

務
課
長
か
ら
森

林
事
務
所
の
建

築
の
概
要
、
森

林
官
か
ら
森
林

事
務
所
の
業
務

の
概
要
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

新
し
い
森
林

事
務
所
は
、
県

産
材
を
多
用
し

奥
祖
谷
二
重
か
ず
ら
橋
【
男

橋
】
（
橋
掛
け
替
え
後
）

れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
知
見

や
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を

活
か
し
て
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

た
快
適
で
明
る
い
事
務
所
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

森
林
事
務
所
は
、
従
前
同

様
、
国
有
林
の
地
元
に
開
け

た
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
発

揮
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

今
後
は
、
森
林
・
林
業
再
生

プ
ラ
ン
が
求
め
る
地
域
林
業

に
寄
与
す
る
拠
点
と
し
て
大

き
な
働
き
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
当
署
と
し
て
も

木
頭
森
林
事
務
所
の
移
転
・

新
築
を
契
機
に
、
森
林
官
と

連
携
し
な
が
ら
、
国
有
林
が

果
た
す
べ
き
役
割
を
十
全
に

果
た
す
よ
う
に
努
め
る
考
え

で
す
。

落成式の様子


